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丸
山
　
信
幸
　
氏
（
山
の

神
区
・
五
十
九
歳
）
が
人
権

擁
護
委
員
へ
の
再
任
の
推
薦

が
あ
り
、議
会
と
し
て
同
意

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　
任
期
は
、
平
成
二
十
三
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。 

   

　
任
期
満
了
に
伴
う
須
恵
町

教
育
委
員
会
委
員
に
、
大
場

仁
　
氏
（
甲
植
木
区
・
五
十

九
歳
）
が
再
任
さ
れ
、
新
た

に
　
平
松
　
秀
一
　
氏
（
上

須
恵
区
・
五
十
四
歳
）
が
選

任
さ
れ
議
会
の
同
意
を
受
け

ま
し
た
。 

　
任
期
は
、
平
成
二
十
四
年

九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。 

   

　
須
恵
町
野
営
場
林
間
休
養

施
設
か
し
の
き
は
ら
キ
ャ
ン

プ
場
管
理
運
営
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
施
設
は
、
上
須
恵
皿

山
公
園
の
一
角
に
位
置
し
、

開
園
か
ら
二
十
四
年
を
経
過

し
ま
し
た
。 

　
オ
ー
プ
ン
当
初
は
、
家
族

連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

や
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
り

利
用
者
数
は
減
少
し
、
近
年

の
年
間
利
用
者
は
四
〜
五
組

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
財
政
的
に
も
、
こ
の
施
設

の
今
後
の
維
持
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
と
な
り
、
施
設
を

廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

　議会の議決を要する事件について、議会
の議決に先立って詳しく検討を加えるために、
所管の常任委員会、議会運営委員会または
特別委員会に審査を委託することをいいます。 

「付託」とは？ 

シリーズ 

平成２０年度歳入歳出補正予算 
（単位：千円） 

会　計 歳入・歳出 

歳入 
歳出 
歳入 
歳出 

歳入 
歳出 
歳入 
歳出 

歳入 
歳出 

歳入 

支出 
支出 

補正額 予算総額 

一般（第２回） 

国民健康保険（第１回） 

老人保健（第１回） 

後期高齢者医療（第１回） 

19,738

△253,539

△39,823

△164,069

3,500

6,670,662

2,801,618

264,430

224,489

公共下水道事業（第１回） 

農業集落排水事業（第１回） 

水道事業（第１回） 

0 
（財源内訳の変更によるもの） 

304

1,115,628

83,639

628,972
2,815 240,002

収益的 
資本的 

閉鎖された「かしのきはらキャンプ場」 

人
権
擁
護
委
員 

を
答
申 

教
育
委
員
会
委
員 

を
任
命 

か
し
の
き
は
ら 

キ
ャ
ン
プ
場
閉
鎖 

JR香椎線「須恵中央駅」 

請
　
願 

   

◇
郵
政
民
営
化
法
の
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
た

め
の
請
願
◇ 

 

　
郵
便
事
業
に
は
、
全
国
一

律
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る

こ
と
が
法
律
に
明
記
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
貯
金
・
保

険
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
郵
便
局
に
お
い
て
将

来
に
わ
た
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
法
律
の
上
で

は
何
ら
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。 

　
こ
の
こ
と
は
、
国
が
株
式

を
全
て
売
却
し
た
後
は
多
数

の
株
主
が
誕
生
し
、
純
然
た

る
民
間
会
社
と
な
れ
ば
当
然

利
益
追
求
が
求
め
ら
れ
、
非

採
算
地
域
か
ら
の
撤
退
等
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。 

　
そ
れ
は
、
都
市
と
地
方
の

生
活
格
差
を
増
幅
す
る
も
の

で
あ
り
、
地
方
・
弱
者
の
切

り
捨
て
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
。 

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

郵
便
・
貯
金
・
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
が
将
来
と
も
郵
便
局
に

お
い
て
確
実
に
提
供
さ
れ
、

国
民
生
活
の
利
便
に
支
障
を

生
じ
な
い
よ
う
法
的
な
見
直

し
を
含
め
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。 

 

請
願
者
　
　
　
尾
花
　
達
也 

　
　
　
　
　
　
有
隅
　
安
吉 

紹
介
議
員
　
　
合
屋
　
伸
好 

 
（
賛
成
多
数
で
採
択
） 

　
賛
成
　
八
・
反
対
　
五 

　
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。 

 

◇
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
（
西
戸
崎
〜

宇
美
）
の
電
化
・
複
線
化
の

請
願
◇ 

 

　
福
岡
都
市
圏
の
均
一
な
発

展
と
地
域
活
性
化
を
図
る
こ

と
、
特
に
福
岡
市
東
部
地
区

と
糟
屋
郡
を
面
と
し
て
経
済

活
性
化
を
図
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
地
域
の
通
勤
・

通
学
の
足
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
現
在
の

Ｊ
Ｒ
香
椎
線
西
戸
崎
〜
宇
美

駅
の
運
行
効
率
を
図
る
た
め

に
、
電
化
・
複
線
化
を
実
現

す
る
こ
と
で
す
。 

　
将
来
的
に
は
、
Ｊ
Ｒ
鹿
児

島
本
線
二
日
市
駅
の
間
十
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
合
さ
せ
、

二
日
市
〜
太
宰
府
〜
宇
美
〜

須
恵
〜
粕
屋
〜
香
椎
〜
博
多

を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ
福
岡
都
市
環
状

線
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、
現
在
運
動
が
な
さ

れ
て
い
る
、
地
下
鉄
空
港
線

の
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
ま
で
の
延
伸
・

連
結
計
画
が
進
行
す
れ
ば
、

福
岡
東
部
地
区
・
糟
屋
郡
の

浮
揚
、
活
性
化
の
た
め
の
三

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も

の
と
思
い
ま
す
。 

  

請
願
者 

Ｊ
Ｒ
香
椎
線
の
電
化
・
複
線 

化
建
設
を
実
現
す
る
会 

　
　
　
　
　
　
大
音
　
重
親 

　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
豊 

　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
修
一 

紹
介
議
員
　
　
柴
田
　
真
人 

　
　
　
　
　
　
御
手
洗
寿
乃 

　
　
　
　
　
　
合
屋
　
伸
好 

　
　
　
　
　
　
森
　
　
勝
己 

（
賛
成
多
数
で
採
択
） 

　
賛
成
　
十
・
反
対
　
三 

　
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
同
内
容
の
要
望
書

も
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
九
州
（
株
）
社
長
宛
に

も
送
付
し
ま
し
た
。 

JR福岡都市環状線 構想案 西戸崎 

雁ノ巣 

和白 

香椎 

長者原 

至飯塚 
福北ゆたか線 

地下鉄 

新設区間12km

空港 
5.5km

吉塚 

至天神 

博多駅 

南福岡 

水城 

二日市 太宰府 

宇美 

須恵 

至久留米 
至熊本 

至北九州 

鹿
児
島
本
線 

香
椎
線 


